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（資料1）新生児集中治療管理室等に長期入院している児童に対する  

適切な療養・療育環境の確保等の取組について（通知）  
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保  険  

新生児集中治療管理室等に長期入院している児童に対する  

適切な療養・療育環境の確保等の取組について   

地域における周産期医療体制の充実を図るため、従来から「周産期医療対策事業」（平  

成17年8月23日雇児発第0823001号）を実施し、新生児集中治療室（以下「N  
ICU」という。）及びNICUに併設された回復期治療室（以下rGCU」という。）  
の整備をはじめ周産期医療体制の整備を進めているところである。当該NICU及びG  

CU（以‾F「NICU等」という．）には、一定程度の児童が長期間入院している状況に  

あるが、当該児童にとっては必ずしもNICU等での入院が適切でない場合もあること、  

また、NICU等の満床のため、妊婦、新生児の搬送の受入れが困難である事例が一定  
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程度存在することが、課題として指摘されている。   

こうしたことから、各都道府県におけるNICU等に長期間入院している児童の状況  

を把握し、一人一人の児童にふさわしい療養・療育環境への移行を促進することが必要  

であるため、下記のとおり対応策の策定及び実施を図られたい。   

なお、対応に当たっては、衛生（医療）主管部局、母子保健主管部局、民生（障害保  

健福祉）主管部局において適切に連携を図られたい。  

記  

1 総合周産期母子医療センター及び地域周産期母子医療センター等、各都道府県内の   

基幹病院におけるNICU等に長期間入院している児童（以下「長期入院児」という。）   

の状態及びNICU、GCU、小児科病床、重症心身障害児施設等の福祉施設（以下  
「重心等」という。）又は在宅での生活を支援する医療・福祉施設等の状況について現   

状を把握すること。その上で、長期入院児の状態に応じた望ましい療養・療育環境で   

適切に医療、福祉が受けられるよう、速やかに既存の資源の活用策を策定し、必要な   

対策を講じること。  

2 NICU、GCU、小児科病床又は重心等における病床が不足していることが明ら   

かになった場・合、ただちにその要因分析を行い、長期入院児に対して適切に医療、福   

祉が提供できるよう、適切な療養・療育環境を確保するための計画を策定し、必要な   
対策を講じること。  
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医政総発第1226001号  

雇児母発第1226001号  

障障発第1226001号  
保医発第1226001号  
平成19年12月26日  

㊥  

主管部（局）長 殿  各都道府県  

医政局総務課  

屋剛巨雲堰萱  唇望両脚置   
雇用均等・児童家庭局母子保健課  

桓扇昏彗  

恨院罠扇郎  

摩当三蘭博昭 寂静精謹巨  
蔓宙恨階元…  社会・援護局障害保健福祉部障害福祉課  
喜巨匡宮元…   

保険局医療課  

新生児集中治療管理室等に長期入院している児童に対する  

適切な療養・療育環境の確保等の取組について（留意事項）  

新生児集中治療管理室（以下rNICU」という。）及びNICUに併設された回復期  

治療室（以下「GCU」という。）に長期間入院している児童（以下「長期入院児」とい  

う。）の状況把握及びその対応策の策定・実施については「新生児集中治療管理室等に長  

期入院している児童に対する適切な療養・療育環境の確保等の取組について」（平成19  

年12月26日医改発第1226006号、▲雇児発第1226004号、社援発第1226002号、保発第12  

26001号厚生労働省医政局長、雇用均等・児童家庭局長、社会・援護局長、保険局長連名  
通知）において、その取組をお願いしているところである。   

今般、下記のとおり、長期入院児の適切な療養・療育環境を確保するための計画の具  
体的な策定手順や留意事項などを定めたので、当該計画の策定等に際し配慮されたい。  
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記   

各都道府県における現状の把握及び計画の策定に当たっては、次に掲げる（1）～  

（4）の手順により行われたい。特に、（1）～（3）については、可能な限り速やか  

な対応を図られたい。計画の策定等に当たっての留意事項については、別紙のとおり。  

（1） 長期入院児の把握   

① 長期入院児について、長期入院の原因疾患、必要な医療、退院の見通し、退院  
できない理由等について具体的な把握を行うこと。   

② 長期入院児について、身体の状況等から、NICU及びGCU（以下「NIC  

U等」という。）から退院することが適当であると主治医が判断する場合、望まし  

い療養・療育環境を推定すること。  

（2） NICU、GCU、小児科病床、重症心身障害児施設等の福祉施設（以下「重   

心等」という。）又は在宅での生活を支援する医療・福祉施設等（以下「在宅支援   

施設等」という。）の現状把捉   

NICU、．GCU、′ト児科病床、重心等における受入れ可能な病床数及び在宅支  

援施設等において支援可能な児童数の把握を行うこと。  

（3） 既存の資振の活用   

（1）及び（2）で把握した内容等をもとに、長期入院児と望ましい療養・療育  

環境との調整を行い、長期入院児が適切に医療、福祉を受けることが出来るよう速  

やかに対応すること。  

（4） 不足する病床等の整備及び整備した病床等の活用   

① 長期入院児の数に対し、受け入れられる病床数が少ない場合、各施設での病床  

や設備、医療従事者等の不足数等の受入れのため今後整備が必要な事項等に関す  

る把握を行うこと。   

② 不足している病床や設備の整備あるいは医療従事者の確保に努めること。   

③ 整備後、改めて長期入院児と望ましい療養・療育環境との調整を行い、長期入  

院児が適切に医療、福祉を受けることが出来るよう速やかに対応すること。   

● 2 厚生労働省への情報提供について   

各都道府県における長期入院児や既存資源の状況や不足する病床の整備計画につい   

ては、別紙様式により、平成20年3月末までに、雇用均等・児童家庭局母子保健課   

宛て情報提供されたい。   

なお、各都道府県が策定する「1－（4）不足する病床等の整備」に係る計画にお   

いて、現在後述する補助金の交付対象外である独立行政法人国立病院機構病院を対象   

とする場合には、事前に母子保健課を窓口として相談されたい。  
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3 不足する病床等を整備する際の補助金の活用について   

各都道府県において策定された計画に基づき、不足するNICU、GCU及び小児   

科病床の整備や人工呼吸器等の設備を整備するに当たちては、医療提供体制施設整備   

交付金及び医療提供体制推進事業費靖助金を積極的に活用されたい。  

また、不足する重心等の新設や、障害児の受入環境の整備に係る建物の修繕につい   

ては、社会福祉施設等施設整備費国庫補助金において、優先的に採択することとして   

いるので、積極的に活用されたい。  

さらに、従来より周産期医療ネットワークに係る経費については、母子保健医療対   

策等総合支援事業で補助を行ってきたところであるが、平成20年度より、NICU   

等から他の医療機関、福祉施設、在宅等への円滑な移行のための支援を行うことを目   

的としたコーディネーターを配置することとしているので、積極的に活用されたい。  

4 その他   

（1）診療報酬について  

診療報酬については、現在平成20年度の診療報酬改定に向け、中央社会保険医   

療協議会において検討がなされており、NICU及びその後方支援に関する診療報   

酬の改定がなされた場合は、各都道府県に対し速やかに情報提供することとしてい  

る。  

（2）今後の対応について   

医療技術の進歩などを踏まえると、今後もNICU等が一定程度必要であると考  

えられることから、引き続き、長期入院児の把握 

なお、策定された計画に基づく対応策の進捗状況等については、別途、情報提供  

を依稿することとしているので配慮されたい。  
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別紙 現状の把握及び計画の策定に当たっての留意事項  

1（1）①について  

具俸的な把握に当たって’は、別添「個別調査用紙」を作成したので適宜活用され   
たい。ただし、当該調査の趣旨を踏まえた上で、自治体独自の調査用紙を作成して  

も差し支えない。  

・原則として、NICU等に1年以上入院している児童を把握の対象とするが、必   

要に応じ、1年未満であってもー定期間（例えば、90日以上、半年以上等）入院し   

ている児童についても対象としても差し支えない。  

・診療報酬上の新生児特定集中治療室管理料又は新生児集中治療室管理料の加算対   

象となっている病床及びそれに併設された回復期治療室だけでなく、必要に応じ、   

加算対象ではない新生児の集中治療機能を有する病床についても、同様に把握する  
ことが望ましい。  

・可能な限り、管内の総合周産期母子医療センター及び地域周産期母子医療センタ   
ー等の各都道府県内の基幹病院に直疲出向くことなどによって具体的な把握を行う  

こと。  

・把握の際には、個人情報保護に配意する必要があるため、医療機関の職員と連携  
を図りつつ、児童の家族の同意を得ることも含めて適切に対応されたい。  

1（1）②について  

・長期入院児の望ましい療養・療育環境の推定に当たっては、管内の新生児科、小   

児科、重心等、在宅支援施設等の専門家の意見を踏まえることが必要である（必要   

に応じて、上記専門家を含めた検討会を開催することが望ましい）。  

1（2）について  

・可能な限り個々の施設に直接出申き、病床数だけではなく、具体的にどのような   
状態の児童を受け入れもことができるのか等といっ・た点も把握すること。  

1（4）について  

病床の整備に当たっては、医療計画との整合性に留意し、まずは地域の既存の医   

療機能の強化を図ることとし、それでもなお不足する場合においては、特定の病床   
等の特例について考慮すること。  
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都道府県名  

1 NICU等長期入院児数等について（平成20年  月   日現在）  

現在の  長期入  退院可能な長期入院   既存資源を活用した  不足する病床   

入院先  院児総  移行児童見込数  の整備必要数   

数（※）   

GCU   名   GCU   名   GCU   床  

NIC  名                小児科病床   名  小児科病床   名  小児科病床   床  

∪  福祉施設   名  福祉施設   名  福祉施設   床  

在 宅   名   在 宅   名  

小児科病床   名  小児科病床   名  小児科病床   床  

GCU   名                福祉施設   名  福祉施設   名  福祉施設   床  

在 宅   名   在 宅   名  

※ 本報告については、N L CU及びGCUに1年以上入院している児童を対象とする。  

2 不足する病床の整備計画について  

既存資源を活用した上で、さらに不足する病床についての整備計画を提出   

すること。  

※様式任意。適宜、参考となる資料を添付願います。  
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個別調査用紙  

NIC〕等に長期間入院している児童について把握するための調査です。  

施設名（   ）  症例番号（  ）  

出生時在胎週数（ 週）出生体重（   g） Ap（1分後 ／5分後 ）  

入院期間（ 年 ケ月）  

現時点の入院病床（N［C〕、GC〕、その他（  ））  

入院時主診断名（例：超低出生体重児、呼吸窮迫症候群（RDS）、新生児仮死、頭蓋内出血）  

（複数回答可）  

〔  

現在の児童の状態について  

以下の医療行為で該当するものに○を付けてください（重複可）。  

1．（）レスビレター管理（スコア10）   

2．（）気管内挿管or気管切開（1．と重複可）（8）   

3．（）下咽頭チュづ○（エアウェイ装着）（8）   

4．（）酸素吸入、またはroomair下でSaO290％以下が1日の10％以上（1．－3．と重複可）（5）   

5．（）1回／1時間以上の頻回の吸引（8）   

5’．（）6回／日以上の頻回の吸引（3）   

6．（）レスピレーター装着せずネブライザー常時使用（5）   

6’．（）レスビレター装着せずネブライザー3回／1日以上の使用（3）   

7．（）中心静脈栄養施行中（10）   

8．（）経管0「経口全介助（5）   

9．（）胃・食道逆流現象（5）  

（体位・手術・内服剤等で抑制できない0「コーヒー残連枝の嘔吐を伴う程度のもの）  

10．（）体位変換（全介助）6回／日以上（3）  

11．（）定期導尿（3回／日以上）or人工肛門（3）  

12．（）過緊張（けいれんは除く）により3回／週以上の臨時薬を要する（3）  

13．（）血液透析を施行中（10）  

合計（  ）点  

一8－   



移動運動   

（1）（）寝たきり   

（2）（）座位まで   

（3）（）膝行等での移動可   

（4）（）不安定独歩可（装具使用でも可）   

（5）（）安定独歩  

社会性、言語能力（複数回答可）   

（1）（）追視可   

（2）（）あやすと笑う   

（3）（）人見知りする   

（4）（）有意語あり  

てんかん   

（1）（）てんかん発作なし   

（2）（）てんかん発作あるが、無投薬   

（3）（）てんかん発作あり、抗癌撃薬で発作抑制可能   

（4）（）難治性てんかん発作あり  

今後の見通しについて  

今後1ケ月以内に退院する予定がある （はい  いいえ  わからない）  

予定がある場合、移行先は（在宅、他病院へ転院、福祉施設入所、乳児院）  

（その他  

1ケ月以内に退院する予定がない場合あるいはわからない場合についてお答え下さい。  

退院できない原因となっている疾病について、主なものは何ですか。   

（以下のうち、1つだけ選び簡単に理由をお書きください）   

［例：（1）（○）未熟性による合併症（CLDで人工呼吸器装着中）］   

（1）（）未熟性による合併症（   

（2）（）多発奇形症候群、染色体異常（   

（3）（）低酸素性虚血性脳症、頭蓋内出血（   

（4）（）先天性心疾患（   

（5）（）神経筋疾患（   

（6）（）その他（  
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退院できない理由は何ですか。  

（複数回答可。複数回答の場合、最も主要な理由に◎をつけて下さい。）   

（1）（）病状が重症または不安定で退院、転院が不可能である。   

（2）（）福祉施設の空きが無い。   

（3）（）転院を受け入れる医療機関が無い。   

（4）（）家族が退院を希望しない。   

（5）（）地域の在宅生活を支援する体制が不充分であるため、在宅に移行できない。   

（6）（）その他（  

児童の状態のみを考えた場合、現時点で最も望ましいと考えられる療養・療育環境はどこですか。   

（1）（）引き続き医療機関のN＝⊃∪等に入院   

（2）（）同じ病院の小児科病床   

（3）（）他病院の小児科病床   

（4）（）福祉施設   

（5）（）自宅   

（6）（）その他（   

理由  

〔  

今後の見通しに関するご家族の意向  

「  
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（資料2）周産期医療対策事業等の実施状況  

平成19年度（国庫補助対象分）  

母子保健  
強化推進  
特別事業   

001  北 海 道  

002  青 森 県  

003  岩 手 県  ○  

004  宮 城 県  

005  秋 田 県  

006  山 形 県  

007  福 島 県  

008  茨 城 県  

009  栃 木 県  

0】0  群 島 県  

011  埼 玉 県  

012  干 葉 県  

013  東 京 都  

014  神奈川県  

015  新 潟 県  

016  富 山 県  

017  石 川 県  

018  福 井 県  

019  山 梨 県  

020    二    ＝  

021  岐 阜 県  

022  静 岡 県  

023  愛 知 県  

024  三 重 県  

025  滋 賀 県  ○  

026  京 都 府  

027  大 阪 府  ○  

028  兵 庫 県  

029  奈 良 県  

030  栽＝級山県  

031  鳥 取 県  

032  島 根 県  

033  岡 山 県  ○  
034  広 島 県  

035  山 口 県  

036  徳 島 県  

037  香 川 県  

038  愛 媛 県  ○  

039  高 知 県  

040  福 岡 県  

041  佐 賀 県  

042  長 崎 県  ○  

043  ‥   ＝  

044  大 分 県  

045  宮 嶋 県  

046  鹿児島県  ○  

047  沖 縄 県  ○  

小 計  8  

8府県  匹  
合 計  

生涯を通じた女性の健康支援事業  

療                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                      療育指導  事業  健康教育  
事業   不妊専門相談センター実施機関  総合周産期母子医療センター   
クー事業   

○  ○  旭川医科大字医学部附鳳病院   ○（2）  釧路赤十字病院、市立札幌病院   

○  ○  ○  弘前大学医学部附属病院   ○（1）  青森県立中央病院   

○  ○  ○  ○  岩手医科大学附属病院   ○（1）  岩手医科大学附属病院  

○  ○  国立大学法人東北大学病院   ○（1）  仙台赤十字病院  

○  秋田大学医学部附属病院   ○（1）  秋田赤十字病院   

○  ○  ○  ○  山形大学医学部附属病院  

○  （）  公立大学法人福島県立医科大字附属病院  ○（1）  福島県立医科大学医学部附属病院   

○  ○  三の丸庁舎、県南、県西生涯学習センター  ○（2）  総合病院土浦協同病院      茨城人  
県産科婦科医会  筑波大学附属病院   

○  ○  ○  ○  ／くルティとちぎ男女共同参画センター   ○（2）  橋協医科大竿病院、自治医科大学附属病院  

○  （財）群馬県健康づくり財団   ○（1）  群馬県立小児医療センター   

○  （⊃  ○  埼玉医科大学総合医療センター   ○（1）  埼玉医科大学総合医療センター   

○  ○  ○  ○  柏保健所、印旛保健所、長生保健所、君津保健所  ○（2）  亀田総合病院、 東京女子医科大学附属八千代医療センター   

（⊃  （⊃  ○  （社）日本家族計画協会   ○（9）  内訳は、次頁  

神奈川県立こども医療センター、  

○  ○  Cl  神奈川県茅ヶ崎保健福祉事務所   ○（4）   北里大学病院、  
東海大学医学部付属病院、  
横浜市立大学附属市民総合医療センター  

（⊃  （⊃  ○  新潟大学医歯学総合病院   ○（2）  長岡赤十字病院、新潟市民病院   

○  ○  ○  ○  富山県立中央病院   ○（1）  富山県立中央病院  

○  ○  石川県不妊相談センター   ○（1）  石川県立中央病院  

○  福井県看護協会会館、福井大学医学部付属病 院 
、国立病院機構偏井病院   

○  ○  ○  県民情報プラザ   ○（1）  山梨県立中央病院  

○  書護総合センターながの   ○（1）  長野県立こども病院  

（⊃  岐阜保健所、岐阜県集民ふれあい会館   ○（1）  岐阜県総合医療センター   

○  （〕  （⊃  ○  静岡県総合健康センター   （⊃（1）  聖隷浜松病院   

○  ○  ○  ○  名古屋大学医学部附属病院   ○（1）  名古塵第一赤十字病院  

○  三重県立手護大学   ○（1）  国立病院機欄三王中央医療センター   

○   ○  ○  ○  滋賀医科大学附属病院   ○（1）  大津赤十字病院  

（⊃  京都府立医科大学附属病院   ○（1）  京都第一赤十字病院   

大阪府立母子保健総合医療センター、  
高槻病l完、  

○  ○  ドーンセンター（大阪府立女性総合センター）  ○（5）    石井記念愛染圃附属愛染稀病院、  
関西医科大学附属枚方病院  
大阪大学医学部附属病院   

○  ○  ○  ○  兵l車県立男女共同参画センター   ○（1）  兵庫県立こども病院   

○  ○  ○  ○  奈良県健康づくリセンター  

（⊃  ○  岩出保健所、田辺保健所   ○（1）  和歌山県立医科大学附属病院  

○  ○  ○  鳥取県立中央病院   ○（1）  鳥取大学医学部附属病院   

○  ○  （⊃  島根県立中央病院   ○（1）  島根県立中央病院  

○  岡山大学病院   ○（2）  倉敷中央病院、国立病院機構岡山医療センター   

（⊃  （⊃  県立広島病院   ○（2）  広島県立広島病院、広島市立広島市民病院   

○  （⊃  （〕  （⊃  山口県立総合医療センター、各健康福祉センタ  ○（り  山口県立総合医療センター   

○  ○  （⊃  ○  徳島大学病院、各保健所   ○（1）  徳島大学病院   

○  ○  ○  ○  香川県立中央病院研修棟   ○（2）  国立病院機構香川小児病院、 香川大学医学部t附属病院   

○  ○  （⊃  ○  愛媛県心と体の健康センター   ○（り  愛媛県立中央病院   

○  ○  各保健所   ○（1）  高知県・高知市病院企業団立高知医療センター   

○  ○  （⊃  ○  保健福祉環境事務所：宗像、鞍手、久留米  ○（4）  福岡大学病院、久留米大学病院、 聖マリア病院、北九州市立医療センター   

○  ○  （⊃  各保健福祉事務所  

○  ○  ○  ○  各保健所   ○（り  国立病院機構長崎医療センター   

○  ○  ○  熊本県福祉総合相談所   ○（1）  熊本市立熊本市民病院  

○  ○  大分県立病院   ○（り  大分県立病院   

○  ○  ○  ○  中央保健所、都城保健所、延岡保健所  

○  （⊃  鹿児島大学病院、各保健所   ○（1）  鹿児島市立病院   

○  ○  ○  中央保健所   ○（2）  沖縄県立中部病院 沖縄県立南部医療センター・こども医療センター   

32  22  30  47  注二未整備県は、山形県、奈良県、佐賀県、  
宮崎県。（平成20年2月現在）   （70）  

：i2都道府 県  

10市   43都道府県（70カ所）   

注．周産期医療対策（ネットワーク）の（）内は同センター数（国庫補助対象外を含む。）を表す。  
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東京都立憂東病院  

東京女子医科大学病院  
東邦大学医学部附鳳大森病院  
帝京大学医学部附属病院  
杏林大学医学部付属病院   
日本赤十字社医療センター  
日大医学部附属板橋病院  
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病院のイメージ  子どもの心の診療拠点   

中央拠点病院  
・都道府県拠点病院に  

対する支援  

・医療の均てん化推進  

・専門家派遣  

・研修  

・調査研究  

・情報収集・提供、  
普及啓発  

都道府県拠点病院  

相談一紹介  

・情報提供  

・技術支援  

・講習会開催  

一専門家派遣  

地域の医療機関  




